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審   査   の   要   旨 
 本論文は「海洋性アンモニア酸化古細菌の生理生態特性に関する研究」と題して、硝化反応の律速と
なるアンモニア酸化について、海洋での主な担い手であるアンモニア酸化古細菌（AOA）の海洋分布お
よび生理生態学的特性を北極海、北太平洋、駿河湾という温帯から寒帯にわたる海域で調査研究したも
のである。地球上の窒素循環は、そのバランスが崩れつつあることが指摘されている、現在最も注目さ
れている研究対象の１つであり、中でも本論文で行った北極海や海洋中・深層はこれまでほとんど研究
が行われておらず、非常に重要度の高い研究課題である。 
 著者は、寒帯から温帯までの網羅的な調査点の表層から底泥直上の海水試料を用い、AOAおよびAO
BのamoAコピー数の垂直分布特性を明らかにした他、各種環境因子との関係性解析も多数のデータを用
いて行っている。その結果、研究した3つの海域全てでAOAのamoAコピー数の垂直分布特性が同じであ
ること、海洋においてはAOAがアンモニア酸化の主要な担い手であること、AOAの分布には光環境や
りん酸塩、無機態炭素濃度が影響を及ぼすこと、などの重要な成果を得ている。これまで有光層である
海洋表層部のAOAのamoAコピー数に関する情報は存在していたが、本研究で得られた広範囲の海洋中
深層の各種遺伝子コピー数情報は、海洋のアンモニア酸化を含む硝化反応や窒素循環の解明に資する非
常に重要で新規の知見を多く含む成果であると言える。 
 平成28年1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
